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１．研 究 目 的 

 青年期は疾風怒濤の時期であり、青年はこの時期に数多くのストレッサーに遭遇し、ス

トレスを感じることが想定される。よって、青年がストレッサーやストレスに効果的に対

処していくことは重要である。効果的な対処方法の一つとして、ストレッサーに対し自分

なりに肯定的な意味づけ方を見出していくことがある。先行研究においても多側面からな

るストレッサーへの意味づけ方が示唆されている（Park 2013）。 

しかし、先行研究は理論的検討に留まるものが多く、多側面からなるストレッサーへの

意味づけ方を測定する尺度は少ない。また、この尺度を開発することでソーシャルワーカ

ーが青年への支援を行う際に役立つ保健福祉学的知見が得られると考えられる。なぜなら

ばストレッサーへの意味づけ方の内容はクライエントのストレングスとなり得ると考えら

れるからである。そこで本研究では、青年期のストレッサーへの意味づけ方尺度（以下、

意味づけ方尺度）の作成を試み、その信頼性及び妥当性を検証することを目的とする。 

 

２．研究の視点および方法 

１）調査対象：X 県の 4 年生総合大学の Y 及び Z 大学の青年期に属する大学生 635 名であ

る。 

２）調査方法および調査時期：2014 年 12 月～2015 年 1 月の大学講義時間内に質問紙を配

布し、即日及び配布後 4 週間以内に回収を行った。 

３）調査内容：①基本的属性に関する質問項目（性別・年齢）、②意味づけ方尺度の予備尺

度、③②のストレッサーの種類を尋ねる項目、④②のストレッサーの深刻度を尋ねる項目、

⑤首尾一貫感覚（SOC; sense of coherence）を測定する SOC-13（Antonovsky=2001：222-5；

山崎 1999）であった。 

４）統計的解析法：意味づけ方尺度の予備尺度について探索的因子分析（最小二乗法・プ

ロマックス回転）を行った。信頼性を検証するため Cronbach のα係数を算出した。また、

基準関連妥当性を検証するために、SOC-13、ストレッサーの種類および深刻度を外的基準

に置き、意味づけ方尺度及び各下位尺度との相関係数を算出した。統計解析は統計ソフト

の R（version 3.2.3）（R Development Core Team 2015）を使用し、有意水準は 5%未満と

した。 
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３．倫理的配慮 

調査対象者には、研究の目的と内容、結果公表に際してデータは統計処理を行い匿名化

され本研究の目的以外には使用しないこと、参加や撤回などによる不利益は一切ないこと

を配布文書及び口頭にて事前に説明した上で、書面にて同意を得た。本研究は日本福祉大

学大学院の倫理審査を受け承認を得た。  

  

４．研究結果 

 有効回答回収率は 42.5％（270 名）であった。因子分析（最小二乗法・プロマックス回

転）の結果、意味づけ方尺度について「ストレッサーからの成長」、「目的のある自身の生

き方への肯定的評価」、「周囲との関係性の再認識」の 3 因子が抽出された。意味づけ方尺

度および各因子の Cronbach のα係数は、0.88～0.94 であった。相関分析の結果、意味づ

け方尺度および各下位尺度は SOC-13 との間に有意な正の中等度から強い相関（r=0.29～

0.49）を示したが、ストレッサーの種類および深刻度との間には有意な弱い相関（r=-0.14

～0.17）あるいは無相関を示していた。 

 

５．考察 

意味づけ方尺度および各因子の Cronbach のα係数より、高い信頼性が示された。また、

意味づけ方尺度の各下位尺度の内容は先行研究を支持しており、構成概念妥当性が示唆さ

れた。さらに、意味づけ方尺度および各下位尺度は SOC-13 との間に有意な正の中等度から

強い相関を示し、基準関連妥当性が示された。しかし、ストレッサーの種類および深刻度

との間には弱い相関あるいは無相関を示したため、今後更なる研究が求められる。 
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